
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞教室「小林三姉妹～幸せのパン種～」 

  
 

2025.9.25 

９月１日の「防災の日」にあわ
せて、本校でも地震の避難訓練を
行いました。放送がなると、みん
な素早く机の下にもぐったり、大
声を出すこともなく静かに待機し
たりと冷静に行動できました。真
剣な表情や素早い行動が見られ、
充実した訓練ができました。地震
はいつ来るか分かりません。登下
校や休日など、日頃からどのよう
な行動をとればよいか話し合って
おくことの大切さを子ども達と再
確認しました。 

幸ヶ丘小が県内配付の広報誌に載りました！ 
県内の全小中学校に配付される学生協の広報誌

「おあしす」（９月号）の学校紹介のコーナーに本
校が載りました。自慢したいよさがいっぱい過ぎて
全てを紹介することができなかったのですが、素直
な子ども達が元気に学校生活を送っていることがア
ピールできて嬉しかったです！ 

小林市で取り組んでいる「こす
もす科」の取組として、地域貢献
と集団参画能力の育成を目的とし
た「小１中３交流会」がありまし
た。１年生は、朝ドキドキ、ワク
ワクでバスに乗り込んで、西小林
中学校へ行きました。小学生は西
小林小と幸ヶ丘小の１年生です。
中学校では、中３の生徒さんがゲ
ームやレクリエーション等の活動
を準備してくれていて、とても楽
しい時間を過ごしたようです。折
り紙や手作りメダルのお土産を持
って、満面の笑顔で帰ってきまし
た。お世話になった中学生の皆さ
んありがとうございました。 

「小１中３交流会」で１年生大喜び！ 

避難訓練（地震）実施！ 

１０月２８日（火）９時５０分から、西小林中学校区
の鑑賞教室が西小林小で行われます。演じるのは劇団２
５馬力＆こふく劇場という劇団です。物語の舞台は、昭
和３０年代初めのコバヤシ市。太平洋戦争末期に西小林
地区で空襲により児童らが犠牲になった出来事も関わる
話だそうです。８月には文化会館でも上演されたそうで
す。西小林、幸ヶ丘地区の保護者、地域の方は無料で見
ることができるそうです。ぜひ見てみませんか？ 

本校は、小林市の西部に位置し、自然豊かな中にある全校

児童１４名の学校です。学校の近くには、生駒高原があり、コス

モスをはじめ、１年中様々な花が咲き誇ります。校名の由来

は、創立当時、みんな幸せになるようにと願って「幸ヶ丘」と

付けられたそうです。児童はとても素直で優しく、「幸せの学

校」をテーマに毎日元気に過ごしています。 

「幸ヶ丘太鼓」は、響座の方に指導を仰ぎ、児童全員が

気持ちを一つにして取り組んでいる本校の大きな特色と

なっている取組の一つです。毎年、西諸音楽大会や太鼓フ

ェスティバルで、その成果を発表しており、少人数でも大き

な舞台に堂々と立ち、精一杯太鼓を叩く姿は多くの人に感

動を与えています。練習の過程での頑張りと演奏後の達

成感が、児童の大きな自信に繋がっています。 

本校の運動会は、地区の方々も参加する地区合同の運動

会（「こすモーピック」）です。児童の体育学習の発表の場とし

て、徒競走やリレー、表現（ダンス）、団技等を行うと同時に、

保護者、地域の方々も参加する種目もプログラムに含まれて

います。世代を超えた触れ合いがとてもよい親睦の場となっ

ています。昨年は、雨で体育館での実施でした。今年は、外で

気持ちよく開催できることを願っています。 

本年度から全校児童が一緒に学習する「いこまタイム」

を実施しています。生駒地区のことをもっと詳しく知り、よ

さをたくさん発見しようという学習です。全校児童が一緒

に学習することで、上級生と下級生がお互いに刺激し合

い、助け合い、積極的な姿がたくさん見られています。途中

経過を保護者や地域の方々に見ていただき大好評でした。

年度末に発表会が予定されています。どんな生駒のよさが

発表されるのか楽しみです。 
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